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ヒバリのさえずる時刻は決まっているか 

 

岸野仁哉 

要旨 

 ヒバリの囀りと時刻に関する研究を行った。結果として，ヒバリは 7 時台に最もよく囀り時間が経過して

いくにつれ囀る時間が減少していった。また，ヒバリの囀りは時刻によって決まってはいないものの，囀

りと囀る時刻には一定の周期性があることが示唆された。 
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Ｉ. はじめに 

 

 ヒバリ Alauda arvensis japonica とは，スズメ

目ヒバリ科の鳥で全長は 17cm ほど。九州以北に

生息し，冬は暖地へ移動する。囀る際に，飛ぶこ

とが多いため観察のしやすい鳥として知られてい

る。ヒバリの囀りについては，羽田・小淵

（1967）によって研究されている。彼らの研究で

はヒバリの囀りを，強く羽ばたきながら上空への

ぼり囀る空中サエズリ，地上で囀る地上サエズリ

としている。本論文においてもこの表記を使用す

る。地上サエズリはオスのみが行い，メスは単声

のみを発する。また日周変化についても述べられ

ており，図 1 で示されているように早朝，行動を

始めたばかりの 4 時台と，夕方ねぐら入りする前

の 6 時台にピークが見られる。空中サエズリは、

これといってはっきりとした傾向はみられず，空

中，地上両サエズリの割合は，巣作り初期だけ空

中サエズリが多く，ほかの時期では地上サエズリ

が多い。また囀りの多少を決める要因として天候

が関係していることも示唆されている。このよう

にヒバリの囀りの種類，多少に関しては研究され

ている。しかし，囀る時刻に関する研究はあまり

行われていない。私はヒバリが毎朝同じ時刻に囀

っているように思い，本研究ではヒバリの囀りと

時刻の関係を明らかにすることを目的とし研究を

行った。 

 

 

図 1.サエズリの日周変化（1966） 

 

II. 手法 

 

 録音場所は千葉県流山市おおたかの森西で行っ

た。本研究で調査したヒバリの生息場所は 0.6ha ほ

どの空き地で車通りが多い場所である。録音機

（TASCOM DR-07X）を置き，囀っているヒバリ

の声を録音した。6 月中，7 時から 12 時まで行っ

た。風の影響や雨などの影響により録音が正常に

行えなかった日を除いた 7 日間でデータをまとめ

た。録音した音声を聞き囀った時刻を記録してい

った。データは，ヒバリが 1 時間のうち何分間囀

っていたか，その時刻に囀っていたか，6 日間（6/7

を除く）のうち何回その時刻に囀っていたか，につ

いて表やグラフにまとめた。本研究では録音で行

ったため，空中，地上サエズリの区別は行わなかっ

た。 

 

III. 結果 

 

表 1 より調査日の気象に特筆すべき事象はみら

れなかった。表 2 より 6/7 は全体に比べ囀り時間

が短い。また，全体を通して 7 時台が最も長く囀

り，平均して 20 分程度囀っている。これは図 1 と



2 

 

は異なる結果となった。時間が進むにつれて囀っ

ていた時間が減少していき，10 時以降は囀らなか

った。図 2～7 ではその日の囀った時刻を青棒で表

し，図 8 では 6 日間のうち何回その時刻に囀って

いたかをまとめた。6/7 は、十分なデータを得られ

ていない可能性があったため含めていない。 

表 1.各日の気象データ 

 

表 2.ヒバリの囀った時間（分間） 

 

 

図 2.6/8 の囀った時刻 

 

図 3. 6/11 の囀った時刻 

 

図 4. 6/13 の囀った時刻 

 

図 5. 6/17 の囀った時刻 

 

図 6. 6/20 の囀った時刻 

 

図 7. 6/24 の囀った時刻 

 

図 8.時刻と 6 日間に囀った回数 

 

IV. 考察 

 

表 2 より，平均と比べて 6/7 に囀りが少なかっ

たのは近くで工事が行われていたため，ヒバリが

警戒したもしくは囀りを聞き取りづらくなったこ

とが考えられる。7 時台に先行研究の個体よりも囀

っていたことは，環境の違い，時期の違い，個体差

が考えられる。環境に関しては，先行研究では長野
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県の郊外で騒音が少ないと考えられ，一方本調査

地では車や人などの騒音が多くあった。そのため

声が聞こえづらくなり，縄張り宣言のために長い

時間囀る必要があった可能性がある。また時期の

違いは，先行研究では 5 月に行っているが本研究

では 6 月に行ったため結果が異なったことが考え

られる。時期による違いの要因として日の出時刻

や太陽高度の差が考えられ，これらを調べるには

ほかの季節に調査をする必要がある。図 9 よりヒ

バリの囀りには，囀る時間と囀らない時間の周期

があることが示唆された。このような周期が現れ

る原因は概日リズムであると考えられる。周期を

もつことにより囀る時刻が決まり、他の個体も周

期をもっていた場合、囀りが重なることを避ける

ことが出来る。このような行動は鈴木(2013)より、

囀りを同時に行うのを避ける歌重複回避行動とし

て知られている。この行動は主に猛禽類で観察さ

れている。また Cody・Brown(1969)では、早朝一

分間に歌を歌う頻度を計測したところ歌重複回避

行動によって囀る頻度に周期的な変動があったこ

とが報告されている。このことから周期をもつこ

とは歌重複回避行動の一環である可能性がある。

また、囀りには多くのエネルギーを必要とするた

め、休息を取った結果周期的になったことも考え

られる。図 2~7 から分かるようにヒバリには 1 日

の中でも囀る時刻と囀らない時の周期があり，こ

の要因として考えられる特性は上げられなかった。

図 2.3 と図 4～7 では周期に違いがあり、後者の方

が周期が長くなる。このことは、繁殖期が終わった

ことによるものである可能性がある。 

 

図 9.囀り時刻と周期性 

 

 

 

V. 結論 

 

ヒバリの囀る時刻は決まってはいなかったが囀

りには一定の周期性があることが示唆された。ま

た，7 時台にヒバリが最も活発に囀った。このこと

は、早朝と夕方に多く囀る行動パターンに一致す

る。しかし先行研究の個体に比べ長く囀っており，

その理由として環境の違い，時期の違いなどが挙

げられた。 
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